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【序】 

金原子が数個からなる金クラスターのエネルギー準位は、量子サイズ効果により離

散化されており、そのサイズにより異なる波長領域において発光を示す。その特異的

な電子遷移を利用して、バイオセンサー、太陽電池、触媒など幅広い方面への応用が

期待されている。金クラス

ターの創製法は数多く報

告されているが、これらの

創製法は多段階の反応ス

テップ、複数の保護剤、還

元剤を使用しているため、 

簡便な金クラスターの創製法の開発が必要である。さらに、金クラスターを機能性分

子で保護することで、金クラスターに新たな機能を付与することも期待できる。我々

は末端にグルコースを有するベンゼンチオール誘導体を合成し、合成したベンゼンチ

オール誘導体と塩化金酸水溶液を混合するだけで一段階でのグルコース連結ベンゼ

ンチオール保護金クラスターの調製に成功したのでその結果について報告する。 

【実験】 

有機溶媒として、N,N－ジメ

チルホルムアミド（DMF）、ジ

メチルスルホキシド（DMSO）、

エタノール（EtOH）、メタノー

ル（MeOH）を用い、グルコー

ス連結ベンゼンチオールの濃度

が 0.4 mMの一定となるように

それぞれの有機溶媒（10 mL）

に溶かした。そこに 48.6 mMの

図 1. グルコース連結ベンゼンチオールの分子構造 

 

 

 

図 2. 水 / DMF混合溶媒（水 40 vol %）中の AuNP

の吸収スペクトルと SEM画像 



塩化金酸水溶液を 20.6 µL添加し、 

3 分間撹拌した後に試料の吸収スペ

クトルや発光スペクトルを測定した。 

 

【結果と考察】 

今回用いた 4種類の溶媒において

AuC由来の発光スペクトルが観測さ

れ、DMSO、DMF、EtOH、MeOH

の順に発光波長が 516、518、523、

527 nmへと長波長にシフトし、さら

には溶媒の種類に依存するという結

果が得られた。ジェリウムモデル 1) を用い

て見積もった AuCのサイズは、金原子

12~13 個であった。またMeOH、EtOH 

の系では反応後すぐに AuNPが生成し、表面プラズモン由来の吸収バンドが確 

認でき、AuCや AuNPの調製は溶媒の極性等に依存していると推察される。また、

H2O／DMFの 2成分混合溶媒系では、H2Oの vol%が 30～40 %のときに 530 nm付

近に AuNP由来の吸収バンドが観測されるという興味ある結果が得られた。DMSO

についても類似の結果が得られ、溶媒を使い分けることにより選択的に AuCあるい

は AuNPを創製できることが示された。 
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図 4. 4種類の有機溶媒中における AuC、AuNPの吸収スペクトルと発光スペクトル 

図 3. ジェリウムモデルによる AuC のサイ

ズの見積もり 


